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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスペンサであって、
　少なくとも１つのレールを有する基部と、
　閉位置と開位置との間で前記基部の少なくとも１つのレールに沿って摺動可能なカバー
と、
　前記ディスペンサから取り外し可能なリフィルユニットであって、容器、ポンプ、およ
び出口を備える、リフィルユニットと、
　を備え、
　前記カバーが前記開位置にあるとき、前記リフィルユニットは水平軸に沿って前記ディ
スペンサに挿入可能であり、
　前記カバーが前記閉位置にあるとき、前記カバーは前記リフィルユニットの前記ポンプ
を少なくとも部分的に囲み、
　前記リフィルユニットの少なくとも一部分は、前記カバーが前記閉位置にあり、かつ前
記リフィルユニットが前記ディスペンサに設置されるときに露出する、ディスペンサ。
【請求項２】
　ラッチを更に備え、
　前記カバーはラッチ状態で前記ラッチによって前記閉位置に保持され、
　前記カバーは、前記ラッチがラッチ解除状態であるとき、前記開位置に可動である、請
求項１に記載のディスペンサ。
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【請求項３】
　少なくとも１つのアクチュエータと、
　少なくとも１つの解除部材と、
　をさらに備え、
　前記少なくとも１つの解除部材は前記少なくとも１つのアクチュエータから離れて動作
可能であり、
　前記アクチュエータは、内方に移動したときは、前記解除部材に接触し、前記解除部材
を移動させ、前記ラッチをラッチ位置からラッチ解除位置に移動させるように構成されて
いる、請求項２に記載のディスペンサ。
【請求項４】
　ロックアウト部材を更に備え、
　前記ロックアウト部材はロック位置とロック解除位置との間で可動であり、
　前記ロック位置での前記ロックアウト部材は前記少なくとも１つのアクチュエータが前
記解除部材を移動させる動作を防ぐ、請求項３に記載のディスペンサ。
【請求項５】
　前記ロックアウト部材を前記ロック位置にロックする鍵を備え、
　前記鍵は、前記ロックアウト部材を、前記ロック解除位置から前記ロック位置まで移動
させることができるものである、請求項４に記載のディスペンサ。
【請求項６】
　前記ロックアウト部材は、前記ロック位置を超えて作動位置まで前記鍵によって可動で
あり、前記作動位置では前記ロックアウト部材は前記解除部材と係合して前記解除部材を
移動させ、前記ラッチを解除する、請求項５に記載のディスペンサ。
【請求項７】
　前記解除部材は、一体型に成形された弾性的付勢部材を有する、請求項３に記載のディ
スペンサ。
【請求項８】
　前記解除部材は、一体型に成形されたボルトを有する、請求項３に記載のディスペンサ
。
【請求項９】
　前記アクチュエータは、一体型に成形された弾性的付勢部材を有する、請求項３に記載
のディスペンサ。
【請求項１０】
　前記解除部材は、前記ラッチの部分を形成する一体型に成形されたボルトを有する、請
求項３に記載のディスペンサ。
【請求項１１】
　２つのアクチュエータを備える、請求項３に記載のディスペンサ。
【請求項１２】
　どちらか一方のアクチュエータの作動は、前記解除部材を移動させる、請求項１１に記
載のディスペンサ。
【請求項１３】
　前記カバーは、前記開位置へ下方に摺動する、請求項１に記載のディスペンサ。
【請求項１４】
　第１の端部および第２の端部を有する少なくとも１つのレールと、
　ラッチと、
　前記レールの前記第１の端部での閉位置と、前記レールの前記第２の端部での開位置と
の間で前記少なくとも１つのレールに沿って摺動可能な摺動カバーと、
　リフィルユニットであって、
　　容器と、
　　ポンプと、
　　ノズルと、を備える、リフィルユニットと、
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　を備え、
　前記カバーが前記閉位置にあるとき、前記カバーは前記リフィルユニットの少なくとも
一部分を覆い、前記リフィルユニットの一部分を露出したままにし、
　前記カバーは前記ラッチによって前記閉位置に保持され、
　前記リフィルユニットは、前記カバーが前記閉位置に保持されるときに取り外すことが
できない、ディスペンサ。
【請求項１５】
　前記カバーは下方に摺動する、請求項１４に記載のディスペンサ。
【請求項１６】
　少なくとも１つのアクチュエータと、
　解除部材と、
　を更に備え、
　前記少なくとも１つのアクチュエータの移動は、前記ラッチを移動させ、前記カバーの
ロックを解除する前記解除部材を移動させる、請求項１４に記載のディスペンサ。
【請求項１７】
　前記解除部材は、前記アクチュエータが移動することなく移動可能である、請求項１６
に記載のディスペンサ。
【請求項１８】
　ロック状態、ロック解除状態、作動状態の間で可動なロック部材を更に備え、前記ロッ
ク状態では前記アクチュエータは前記解除部材を移動させることができず、前記作動状態
では前記アクチュエータは前記解除部材を移動させ、前記ラッチを解除する、請求項１７
に記載のディスペンサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１５年１０月８日に出願されたＳｌｉｄｅ　Ｏｐｅｎ　Ｒｅｆｉｌｌａ
ｂｌｅ　Ｄｉｓｐｅｎｓｅｒｓと題する米国仮特許出願第６２／２３８，８９７号の優先
権および利益を主張するものであり、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、一般に液体石鹸および殺菌剤ディスペンサなどのディスペンサシステムに関
する。
【背景技術】
【０００３】
　石鹸および殺菌剤ディスペンサなどの液体および泡分注システムは、ディスペンサの作
動時に所定量の液体または泡をユーザに提供する。壁掛け式である大部分の先行技術のデ
ィスペンサは、壁または表面に固定される基部を有する。カバーは、基部に（一般に底部
に）ヒンジ式に連結される。カバーは回転して開く。リフィルユニットは、一般に下方に
装填される。壁または装着面が基部を超えて延在するため、カバーは一般に、９０°のみ
開くことが可能であり、背の低い人がディスペンサを詰め替えるのを困難にしている。加
えて、カバーが開いている間、カバーはぶつけられ、壊されることもある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　可変出力を備えた、ディスペンサ、リフィルユニット、およびポンプの例示的実施形態
を本明細書に開示する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　例示的な一実施形態では、ディスペンサは、少なくとも１つのレールを有する基部と、
閉位置と開位置との間で少なくとも１つのレールに沿って摺動可能なカバーとを含む。デ
ィスペンサはまた、ディスペンサから取り外し可能なリフィルユニットを含む。リフィル
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ユニットは、容器と、ポンプと、出口とを有する。カバーが開位置にあるとき、リフィル
ユニットは、水平軸に沿ってディスペンサに挿入することができる。カバーが閉位置にあ
るとき、カバーは、リフィルユニットのポンプを少なくとも部分的に囲む。リフィルユニ
ットの少なくとも一部分は、カバーが閉位置にあり、かつリフィルユニットがディスペン
サに設置されるときに露出する。
【０００６】
　例示的な別の実施形態では、ディスペンサは、バッテリポッドを有するリフィルユニッ
トと、バッテリポッドを受容するためのディスペンサ上のレセプタクルと、摺動カバーと
を含む。摺動カバーは、下方に摺動して開き、リフィルユニットへのアクセスを可能にし
、摺動カバーは上方に摺動して閉じ、リフィルユニットが取り外されるのを防ぐ。
【０００７】
　例示的な別の実施形態では、ディスペンサは、少なくとも１つのレールと、ラッチと、
摺動カバーと、リフィルユニットとを含む。少なくとも１つのレールは、第１の端部およ
び第２の端部を有し、ラッチはレールの第１の端部に配設される。摺動カバーは、レール
の第１の端部での閉位置と、レールの第２の端部での開位置との間で少なくとも１つのレ
ールに沿って摺動可能である。リフィルユニットは、容器と、ポンプと、ノズルとを含む
。カバーが閉位置にあるとき、カバーは、リフィルユニットの少なくとも一部分を覆い、
リフィルユニットの一部分を露出されたままにする。カバーは、ラッチによって閉位置に
保持される。リフィルユニットは、カバーが閉位置にあるときに取り外すことができない
。
【０００８】
　本発明のこれらならびに他の特徴および利点は、以下の説明および添付図面に関してよ
り良く理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１Ａ】閉じたカバーを備えた例示的ディスペンサの斜視図である。
【００１０】
【図１Ｂ】閉じたカバーを備えた例示的ディスペンサに設置された例示的リフィルユニッ
トの斜視図である。
【００１１】
【図１Ｃ】開いたカバーを備えた例示的ディスペンサの斜視図である。
【００１２】
【図１Ｄ】開いたカバーを備えた例示的ディスペンサに設置された例示的リフィルユニッ
トの斜視図である。
【００１３】
【図１Ｅ】開いたカバーを備えた例示的ディスペンサに設置された例示的リフィルユニッ
トの断面図である。
【００１４】
【図２Ａ】閉じたラッチを備えた、（天板を取り外した）例示的ディスペンサの立面図で
ある。
【００１５】
【図２Ｂ】ロック解除されたラッチを備えた図２Ａの（天板を取り外した）例示的ディス
ペンサの立面図である。
【００１６】
【図２Ｃ】鍵を挿入し、作動部材を締め出し、かつカバーをその閉位置に係止した、図２
Ａの（天板を取り外した）例示的ディスペンサの立面図である。
【００１７】
【図２Ｄ】作動部材を締め出し、かつカバーをロック解除するために鍵を使用した、図２
Ａの（天板を取り外した）例示的ディスペンサの立面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１８】
　図１Ａ～図１Ｅは、摺動カバー１１０を備えた例示的ディスペンサ１００を示す。ディ
スペンサは、２つのレール１０２を有する基部１０１を含む。カバー１１０は、レール１
０２に摺動可能に取り付けられ、図１Ａおよび図１Ｂに示した閉位置と、図１Ｃ、図１Ｄ
および図１Ｅに示した開位置との間で摺動可能である。いくつかの実施形態では、基部１
０１は、１つのレール１０２のみを有する。他の実施形態では、基部１０１は、３つ以上
のレール１０２を有する。図示した実施形態は、開いたときに下方に摺動するカバー１１
０を示すが、他の実施形態におけるカバーは、上方に、側面に、または任意の他の方向に
摺動することができる。他の実施形態では、カバーは、カバーが開いたときに各々が異な
る方向に摺動する、２つ以上の部分に分けられてもよい。
【００１９】
　ディスペンサ１００は、カバー１１０に係合するラッチ（図示せず）を含む。図１Ａ～
図１Ｄでは、ラッチ（図示しないが、図２Ａ～図２Ｃに関して詳細に記載する）は、基部
１０１の天板１０４によって覆われる。ラッチ（図示せず）は、閉じたままであるように
付勢され、作動部材１２２を押圧することによって開けられる。作動部材１２２を解除す
ることにより、ラッチ（図示せず）を閉じることができる。閉じたラッチは、カバー１１
０をその閉位置に保持する。ラッチを開けることにより、カバー１１０はその開位置に摺
動することができる。開けたとき、カバー１１０は、ラッチの状態にかかわらず閉じるこ
とができる。ラッチは、作動部材１２２を押圧することによって開けられないように係止
することができる。鍵（図示せず）を基部１０１における鍵開孔１０３に挿入することに
より、ラッチを係止する。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、基部１０６は、レセプタクル１０７に受容されるリフィルユ
ニット１５０（図１Ｂ、図１Ｄ、図１Ｅ）を少なくとも部分的に支持する。閉じたとき、
カバー１１０およびリフィルユニット１５０は、基部１０６を隠す。カバー１１０を開け
ることにより、レセプタクル１０７へのアクセスを提供し、その結果、リフィルユニット
１５０はディスペンサ１００のレセプタクル１０７に設置することができる。リフィルユ
ニット１５０がディスペンサ１００に設置されるとき、リフィルユニット１５０のポンプ
１５４は、ディスペンサ１００の駆動ユニット１３０によって係合される。駆動ユニット
１３０は、ポンプ１５４を作動させて、リフィルユニット１５０から液体または泡を分注
する。リフィルユニット１５０は、水平軸に沿って挿入される（かつ取り外される）。い
くつかの実施形態では、そのために、バッテリポッド１６０は、リフィルユニット１５０
上に配置され、ディスペンサ１００のバッテリレセプタクル１６２に係合する。カバー１
１０は次に、リフィルユニット１５０の少なくとも一部分を覆うように閉じる。カバー１
１０は、カバー１１０が閉じたときにリフィルユニット１５０が取り外されるのを防ぐ。
いくつかの実施形態では、カバーは、リフィルユニット１５０のポンプ１５４および／ま
たは出口ノズル１５６を覆う。いくつかの実施形態では、カバー１１０は、ポンプ１５４
および／またはノズル１５６を含むリフィルユニット１５０全体、ならびに容器１５２を
覆う。いくつかの実施形態では、カバー１１０は、ポンプ１５４および／または容器１５
２の一部分を覆う。
【００２１】
　カバー１１０は、基部１０１のレール１０２に係合し、かつカバー１１０を閉位置と開
位置との間で摺動するのを可能にするスライド１１２を含む。カバー１１０は、ディスペ
ンサ１００に設置されるとき、リフィルユニット１５０の下部を囲む空洞１１４を形成す
る。カバー１１０の底面における開孔１１６により、リフィルユニット１５０から分注さ
れた流体または泡は、使用するためにディスペンサ１１０から出ることが可能となる。任
意のしずく受け１０８は、リフィルユニット１５０から分注された未使用の流体を捕捉す
るように装着部１０６およびカバー１１０の下の基部１０１に取り付けられる。
【００２２】
　図２Ａ、図２Ｂ、図２Ｃおよび図２Ｄは、ラッチ２０１を有する例示的ディスペンサ２
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００を示す。
　ラッチ２０１は、上記で呼んだラッチの例示的実施形態である。ラッチ２０１は、ラッ
チ２０１の構成要素をより明確に示すように天板１０４を取り外すことによって露出する
。図２Ａにおいて掛止され、かつ図２Ｂにおいて掛止解除された、ラッチ２０１を示す。
アクチュエータ２３２、２４２は、図２Ｃおよび図２Ｄでは係止される。図２Ｃにおいて
掛止され、かつ図２Ｄにおいて掛止解除された、ラッチ２０１を示す。
【００２３】
　ラッチ２０１に加えて、ディスペンサ２００は、背板２０２と、カバー２１０とを含む
。ラッチ２０１は、解除部材２２０と、２つの作動部材２３０、２４０と、ロックアウト
部材２５０とを含む。背板における開口部２０３により、ディスペンサ２００はねじ（図
示せず）または他の締結手段で壁または他の表面に取り付けられるのが可能となる。いく
つかの実施形態では、ディスペンサ２００は、両面テープ（図示せず）によって装着面に
固定される。ラッチ２０１の解除部材２２０、２つの作動部材２３０、２４０、ロックア
ウト部材２５０は、保持具２０４によって背板２０２に保持される。保持具２０４により
、これらの構成要素は略直線方向に移動することができる。いくつかの実施形態では、こ
れらの構成要素は、ラッチ２０１の動作中に背板２０２に向かって、またはそれから離れ
て回転、移動することができる。
【００２４】
　カバー２１０は、ディスペンサ２００のレール２１１に沿って摺動するスライド２１２
を含み、カバー２１０が閉位置と開位置との間で摺動することを可能にする。各スライド
２１２は、ラッチ開孔２１６を備えた捕捉部２１４を有する。
【００２５】
　解除部材２２０は、角度が付けられたカム面２２２と、ボルト部材２２４と、ばね部材
２２６とを含む。解除部材２２０は、閉位置（図２Ａ、図２Ｃ）と開位置（図２Ｂ、図２
Ｄ）との間で可動である。作動部材２３０および／または２４０によるカム面２２２の係
合は、解除部材２２０を閉位置から開位置へ下方に移動させる。開位置では、ボルト部材
２２４の弾性脚部２２５は、背板２０２から延在する突起２０５に沿って摺動し、ボルト
部材２２４は、ボルト溝２０６に沿って内方に、かつスライド２１２の係止開孔２１６か
ら出て引き寄せられ、カバー２１０が下方に摺動され得るようにそのカバーを掛止解除す
る。
【００２６】
　同時に、ばね部材２２６は、突起２０７に押し付けられ、弾性的に変形され、解除部材
２２０に作用する下向きの力に抵抗する。カム面２２２に加えられた力が取り除かれると
、ばね部材２２６は、元の形状に戻り、解除部材２２０をその閉位置へ上方に押し、それ
によりボルト溝２０６を通して外方にボルト部材２２４を延ばす。カバー２１０がその定
位置へ上方に後退するとき、ボルト部材２２４は、ラッチ開孔２１６の中に摺動し、カバ
ー２１０を適所に掛止する。ボルト部材２２４の脚部２２５はまた、突起２０５に対して
付勢し、解除部材２２０をそのラッチ位置に戻すのに役立つ。
【００２７】
　解除部材２２０がラッチ位置にあるとき、ボルト部材２２４は、カバー２１０のラッチ
開孔２１６の中に延び、カバー２１０をその閉位置に保持する。解除部材２２０がそのラ
ッチ解除位置に移動するとき、ボルト部材２２４は、ラッチ開孔２１６から後退し、カバ
ー２１０は開くことができる。解除部材２２０は、カバー２１０が開いた後にそのラッチ
位置に付勢され、カバー２１０を閉じるように再度手動で移動する必要がない。カバー２
１０のスライド２１２は、カバー２１０が作動部材２３０および／または２４０を移動さ
せることなく閉じ得るように傾斜部２１８を含む。カバー２１０が上方に移動すると、ス
ライド２１２の傾斜部２１８は、ボルト部材２２４をボルト溝２０６の中に後退させ、そ
の結果、カバー２１０は閉じることができる。カバー２１０が閉位置に達するとき、ボル
ト部材２２４は、そのラッチ位置に戻り、ラッチ開孔２１６に係合してカバー２１０を適
所に固定する。
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【００２８】
　作動部材２３０、２４０は各々、アクチュエータ２３２、２４２と、ばね部材２３４、
２４４とを含む。作動部材２３０、２４０は、静止位置（図２Ａ、図２Ｃ、図２Ｄ）と作
動位置（図２Ｂ）との間で可動である。作動部材２３０、２４０は、アクチュエータ２３
２、２４２を内方に押圧することによって動かされる。作動部材２３０、２４０のうちの
１つまたは両方を内方に移動させることは、解除部材２２０のカム面２２２に対して傾斜
面２３３、２４３を押圧し、解除部材２２０をラッチ位置からラッチ解除位置に移動させ
る。ばね部材２３４、２４４は、突起２０７に押し付けられ、弾性的に変形され、作動中
にアクチュエータ２３２、２４２に作用する内向きの力に抵抗する。アクチュエータ２３
２、２４２への力が取り除かれるとき、ばね部材２３４、２４４は、元の形状に戻り、作
動部材２３０、２４０をその静止位置へ外方に押し、それにより解除部材２２０のカム面
２２２から作動力を取り除く。ラッチ２０１は、作動部材２３０、２４０のうちの１つま
たは両方によって作動することができる。
【００２９】
　不正者によってディスペンサ２００に設置されたリフィルユニット（図示せず）に手を
加えるのを防ぐために、作動部材２３０、２４０は、ロックアウト部材２５０に係止する
ことができる。作動部材２３０、２４０を係止することより、作動部材２３０、２４０が
内方に移動して解除部材２２０に係合するのを防ぐ。ロックアウト部材２５０は、遮断部
２５２と、第１の開口部２５４と、第２の開口部２５６と、少なくとも１つのばね部材２
５８とを含む。ロックアウト部材２５０は、ロック解除位置（図２Ａ、図２Ｂ）とロック
位置（図２Ｃ）と作動位置（図２Ｄ）との間で可動である。ロック解除位置では、背板２
０２からの傾斜突起２０８は、第１の開口部２５４内に位置し、作動部材２３０、２４０
が誤って締め出されないように、ロックアウト部材２５０の移動を制限する。作動部材２
３０、２４０は、ディスペンサ２００内の鍵開孔２０９を通して鍵２５１を挿入して、ロ
ックアウト部材２５０をそのロック位置まで下方に押すことによって締め出され、傾斜突
起２０８によってもたらされた抵抗を克服する。ロック位置では、傾斜突起２０８は、ロ
ックアウト部材２５０の第２の開口部２５４に位置し、ロックアウト部材２５０がロック
解除位置に戻るのを防ぐ。
【００３０】
　ロック位置では、ロックアウト部材２５０は、２つの作動部材２３０と作動部材２４０
との間に配設され、それらの作動部材が内方に移動してラッチ２０１を掛止解除するのを
防ぐ。しかし、ラッチ２０１は依然として、鍵２５１を鍵開孔２０９に挿入し、かつロッ
クアウト部材２５０をそのロック位置を超える作動位置に押し込むことによって掛止解除
することができる。ラッチ２０１が係止された間にそのラッチを掛止解除するために、鍵
２５１は、解除部材２２０の作動面２２３に係合するまで、ロックアウト部材２５０を下
方に押す鍵開孔２０９を通して挿入される。鍵２５１の更なる下方移動により、解除部材
２２０がその閉位置から開位置へ下方に押され、それによりラッチ２０１を掛止解除し、
カバー２１０を解放する。ロックアウト部材２５０の下方移動は、突起２０７に対してば
ね部材２５８を押し付け、そのばね部材を弾性に変形させる。鍵２５１に加えられた力が
取り除かれると、ばね部材２５８は、その元の形状に戻り、ロックアウト部材２５０をそ
のロック位置に押し返す。その後、解除部材２２０は、そのラッチ位置に戻ることが可能
であり、ラッチ２０１を掛止する。
【００３１】
　本発明はその実施形態の説明によって例示されており、実施形態はかなり詳細に記載さ
れているが、添付の特許請求の範囲をそのように詳細に制限またはいかなる方法で限定す
ることは出願人の意図するものではない。追加の利点および変更が当業者に容易になるで
あろう。さらに、一実施形態とともに記載した要素は、他の実施形態とともに使用するの
に容易に適合することができる。それ故に、本発明は、そのより広範な態様において、図
示および記載した特定の詳細、代表的な装置、および例示的実施例に限定されない。した
がって、出願人の一般的発明の概念の趣旨または範囲から逸脱することなく、そのような
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詳細からの逸脱が行われ得る。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｅ】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図２Ｃ】

【図２Ｄ】
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